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Abstract : In recent years， more and more enthusiasm and pressure have been put into the 

selection of the candidates for medical schools in ]apan， and a larger gap has been witnessed 

between the preparatory study and the pre-service training in medical education. As a result， 

there is a requirement for a shift in the learning attitudes of first-year students at an巴arlierstage. 

In this article， from the point of view of studies of education， and especially from that of the 

understanding of learners， we focus on a case study of an educational practice; the course of“Self-

Directed Learning". The Self-Directed Learning (SDL) model was developed as a learning model 

suited to adult learners' characteristics， at the opposite end to the Teacher Directed Learning 

(TDL) model. In the class， new medical students learn about TDL and SDL based on the ideas of 
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adult education (andragogy)， reflect on their learning histories using the two models as frameworks， 

and participate in the exercise of utilizing human resources (with M. Knowles's textbook: Self-
Directed Learning; A Guide for Learners and Teachers). Then， they identify the image of the 

medical doctors they wish to become， try to draw up a feasible route to their goal， and visualize 

their learning objectives， the learning process and procedures on their own Learning Contract 

sheets. Working on their own Learning Contracts， they also gain a prospect on their future 

learning process through the graduate years. In the results of the text mining analysis of their 

reflection papers， we could see the significance of providing the learners with opportunities to 

make Leaning Contracts at the beginning of the pre-service training. Further analysis of the data， 

and the development of a follow-up educational scheme are left to the next stage of our studies. 

Key words: self-directed learning ; learning contract; adult education(andragogy); first-year 

introductory education; shift education; educational practice; 

はじめに

本稿は， 2012 ~ 18年度に奈良県立医科大学医学部

医学科l年生を対象に実施してきた授業 「自己主導型

学習J(Self-Directed Learning， SDL)の実践報告で

ある.向授業は，当初から筆者の渡漫が担当してきた

が，医学部入試の妥当性に関する共同研究への参加を

機に，過熱化する医学部入試と医学部独自の初年次教

育を架橋する位置にあるものとして，改めて振り返っ

てみることとした.

渡遺は生涯教育学の足場から，欧米の成人教育学/

学習理論の蓄積と示唆を， 日本の生涯学習にどのよう

に活かすかを課題と してきており，その取り組みの一

環としてKnowles，SelメDirectedLearninιA Guide 

for Learners and Teachers (1965)の監訳を担ってい

る(ノールズ『学習者と教育者のための自己主導型学

習ガイドーともに創る学習のすすめJ，2005) 本稿で

は以下，共同研究での議論も踏まえつつ， 教育学研究

者 ・非医療系教育者の立場からの問題意識，本授業の

教育的意図と到達目標，およびSDLの授業の実際に

ついて，具体的な教材(学習リソース)や学生の声な

どを提示しながら報告しその可能性と課題にアプ

ローチする

以下， 1で医学部入試と初年次教育の現段階を教育

学的観点から考察し，2で「アクテイブに学ぶ」 こと

の意味を再検討する.3では，本授業の前提となる考

え方(成人教育と成人教育学，教師主導型学習と自己

主導型学習)を，4で授業の趣旨と経緯，流れと具体

的展開を跡づけ， 5で授業実践の結果と考察を， 6で

到達点と今後の課題を提示する.

1 .医学部入試と初年次教育の現段階

近年，医学部受験が激化の一途をたどっている.例

えば，r医学部パブ勺レー最高倍率30倍の裏個U.l(2017) 
の著者河本敏浩は，医学部予備校総括トレーナーとし

て 「医学部への入り口に立つところまでを指導し，見

守る立場」にありながら「その凄惨な競争の現実にた

じろぐことも多い」と述べている.医学部受験をめぐ

る現状は， 多くのメディアでも同様に 「激烈Jと報告

される.このような厳しい受験生活を，iお受験」ゃ

中高一貫校， 有名進学校， 大小の医学予備校や塾，家

庭教師などの助けなしに自力で乗り越えるのは，限り

なく困難な実状といえよう.

それゆえに，過酷な受験生活を成功の裏に終えるこ

とができた入学直後の医学生の大多数は，多かれ少な

かれ，ゴールに到達した 「勝者」と しての達成感と安

堵感の中にあるのではないだろうか.そして新入生の

多くは，自分が医師になり医療に携わることに漠然と

したイメージと思いを抱きつつ，解放感と不安感の入

り混じる中で¥新たな環境や人間関係に適応しようと

努めていることが推察される

複数学部をもっ総合大学の医学部では，一年次の大

半が教養科目の受講に費やされる場合も少なくない.

その一方で，単科の医科大学では入学当初から医学部

医学科独自の一斉授業が始まる傾向にある ほとんど
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の学生は，意欲的に授業に取り組むと思われるが，高

校や予備校まで「教えてもらうJi与えてもらうJ学

びしか体験してこなかった学生が，受験勉強終了後に

i-してもらう」学びから脱却し高等教育での学び

に適応できるまでには，乗り越えるべき課題はかなり

大きなものと考えられるー

そこでは， 次のような「気になる学生の姿」も一部

に見られるかもしれない.例えば，目先の授業や試験，

課題提出などのノルマに追われ，iなぜこれを学ぶ必

要があるのかJiこれはどこに役立つのかJが不明瞭

なまま，与えられた学習内容や配布されたテキスト・

教材などを，指示されるままに読み・覚え・書き写し・

再生する.成績評価にカウン トされるのが確実な活動

以外は軽視する.試験に出るか出ないかで，授業や課

題への取り組み姿勢を大き く変える 出題意図の明確

な(正解のある)問題には的確に回答できるが，正解

のないオープンクェスチョンで意見や考えを問われる

と急に戸惑い，明確な表現ができない.少しでも対応

困難なことが生ずると， 丁寧な思考や地道な努力を途

中放棄しがちになる，などである.

以上のような姿が見られる背景にはまず，長年の学

校教育で培われてきた教師主導型の学習姿勢が，入学

後も切り替えられていない点が挙げられるー教師主導

型の姿勢とは，すなわち教師にすべてを委ね，常に教

師の指示を待ち，教師の意向に沿って効率的に無駄な

く勉強する， との受動的姿勢が身体化されていること

を指す.そこから方針転換できないままに， 大学の授

業が開始されているということである.

加えて， i受験勉強型勉強」の弊害とも言えるもの

が指摘される.受験期の学生たちは，限られた時間の

中で最小限の努力をもって最大限の学習効果を挙げ，

与えられた状況を，最短距離で成功裏に乗り切ること

を常に求められてきた 「受験を勝ち抜く 」には， 学

習内容に優先順位をつけて差別化し出来る限り 「無

駄Jを省き， 切り捨てる態度やノウハウが， 勉強の効

率性を上げる原動力の一部をなすことも否定できな

い.専門教育が材各化するにつれて， この受験勉強型

勉強の経験知が容易に想起され，安易に適用されてい

くこと も想像に難くない

確かに卒前教育においても，総体として膨大な分量

の知識の獲得が期待されるがゆえに，より効率的 ・効

果的な勉強法が必要となる.そこで注目すべきは，何

を判断基準や指標と して知識を選別し，どれを 「価値

が高い (低い)Ji有用な (無駄な)J知識と判断する

かである.単に医師国家試験やCBT(Computer-Based

Test)に合格しさ えすればよいといった価値観が，

実習 ・研修先での学習態度に負の影響を及ぼし，臨床

教育における現場での学ぴの有効性を損ねてしまいか

ねない点にも，留意すべきであろうー

大学教育には，教養教育に代表されるように，専門

知識に直接関わらないとしても，一人の人間と して，

職業人として，社会人として，ひいては，患者と日々

向き合う一人の臨床医師として学んで、おくべき重要な

内容を含む講義や教育活動が多数，存在する 質的な

密度の違いはあ り得るとしても， 国家試験やCBTな

どに出題されない内容=i無駄」としてこれらを切り

捨ててしまうことで， その医学生の学びや成長が，受

験勉強的価値を軸に，かなり幅が狭く深みのない枠の

中に封じ込められてしまう ことが危慎される

2. rアクティブに学ぶ」ことの可能性と課題

2012年以降， iアクテイブ ・ラーニングJという言
葉が，大学関係者の中で広い関心を集めてきた文部

科学省 「用語集Jによれば，iアクテイブ・ラーニング」

とは，i教員による一方向的な講義形式の教育とは異

なり，学修者の能動的な学修への参加を取り入れた教

授 ・学習法の総称Iとされる.そこでは 「学修者が能

動的に学修することによって，認知的， 倫理的，社会

的能力，教養，知識， 経験を含めた汎用的能力の育成

を図る」ことが目指され， i発見学習，問題解決学習，

体験学習，調査学習等が含まれる」とされる 教室

内では，iグループ ・デイ スカッション，デイベー ト，

グループ ・ワーク等も有効なアクテイプ・ラーニン

グの方法であるJと述べられている1

医学部の初年次教育において，自ら学ぶ姿勢を持と

うとの掛け声は， これまでも再三かけられてきたが，

学生が実際に 「自ら学ぶJための方法論については，

ほとんど論じられることはなかった.他方，文部科学

省による新学習指導要領(平成30-34年度に漸次実

施予定)では，iアクティブ ・ラーニングJに代わっ

て 「主体的 ・対話的で深い学び」という言葉が導入さ

れることになり，その視点からの「学習・指導方法の

改善実践」が教育現場の課題となりつつある 2 医学
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教育関係者においても， [再考・アクテイ ブ・ラーニ

ング」と題する座談会で， [大学に入ってきた割り と

未熟な状態の学習者をどうやってアクテイ ブ・ラー

ナーにするか，要するに refiectivepracticeができる

ようにするかJ[ self-directed learnerにならなければ，

医師としての能力は，それこそ制度上， 初期の研修で

終わるでしょうJ(いずれも福島統)などと課題が認

識されている とはいえ，それらをどう実践に移すか

は，いくつかの方向性が言及されているものの，まだ

議論の段階に留まっている.

文科省の新たな提起「主体的・対話的で深い学び」

の意図は，活動形態が「アクテイブ」か否かにかか

わらず，主体性や対話を重視した深みのある学び，

という内実に期待したものとも捉えられる.とはい

え，カリキュラム，授業，実習や多様な教育活動に

おいて，たとえ意図的・計画的に「深い学習J(deep 

learning)が追求されたとしても，能動性([アクティ

ブJ)は外から与えられるものではない.また主体性

や対話も，個々の内発的動機や安定した関係性のない

ところには成立し得ない 「能動的(に見える)J活動

でどれほど時間や回数を重ねても，学生の能動性を育

てるものになるとは限らないし「能動的(に見える)J

活動は，どこまで、頑張っても，能動的な学びとイ コー

ルにはなりf与ないのである

では，どのようにしたら，医学生自身が自らの学び

を，自分なりの文脈で省察し，そのありょうを捉えな

おすことが可能になるのだろうか また，どうしたら，

内発的動機にもとづく能動的([アクティブJ)な学び

を，自ら掴み取ることができるようになるのだろうか.

冒頭に掲げた学習姿勢の転換とは，このよう な他者

に 「教えてもらうJ[与えてもらう」学びから，自ら

が方向づけ，能動的に学ぶ 「自己主導型学習」への転

換を指すものである 本授業で扱う「自己主導型学

習」は，アメリカの成人教育研究者MalcomKnowles 

(1913-97)が初めて提起した同概念の「原型」とも言

えるものであり，成人教育原理(アンドラゴジー)に

基づき，成人学習者の特徴を活かすべく提示された学

習モデルである.

自己主導型学習とは，いわば学習者「自らがデザイ

ンし方向づける学び」である 具体的には，自らが学

習の到達目標を設定し，その実現に向けた「学習契約」

を仲間や教師と共同で作成するプロセス，それに基づ

いて自己主導的に取り組む学習活動， そしてその学習

の評価で構成されるー 「学習契約」に集約される自己

主導型学習のコンセプトは，近年，分野別認証評価を

契機に， 医学教育に導入されてきた「成果(アウトカム)

基盤型教育J(outcome-based education， OBE)の考

え方と，多くの点で重なるものといえる.

医学教育において OBEは 「学習者中心教育の考え

方を用い，大きな目標のそれぞ、れに到達度評価を適用

するタイ プのカリキュラム開発法J3[学習プロセス(過

程)よりも学習アウトカム(成果)を重視し学習を

通じた大きな目標の設定， さらにそれぞれに到達度評

価を適用するカリ キュラム計画・開発法J4などと理

解されている.OBEが大学レベルで「学習者中心教育」

を目指すのに対し，[自己主導型学習Jは学習者主体

の学習として，学習者 (学生)一人一人が，個人レベ

ルで学習の到達目標 (アウ トカム)を設定し，それに

向けた学びの方針と道筋を自分でデザイ ンするものだ

と言えよう 今後は，OBEがいかに学生の自己主導

性を引き出し育てるものとして機能するかが，実践的

課題になるものと思われる.

3.前提となる考え方一成人教育学

(アンドラゴジー)と「自己主導型学習」

(1)成人教育と成人教育学

成人教育とは文字通り，成人対象の教育を意味する

言葉である.ユネスコに代表される国際的文脈では，

その社会で「成人」と認知された成員が，能力を伸ばし，

知識や技術を身につけることを通して， 一個人かつ社

会の一員と して態度や行動を変容させていく上での全

般的な「組織的教育過程」が， [成人教育」と呼ばれ

てきた 5 そこでの 「教育」 とは，教室で「教えることj

や知識の伝達自体よ りむしろ， [成人の学び」をより

望ましい形で，より効果的に実現するために，環境醸

成から個別の指導 ・助言まで，あらゆる支援を行うこ

とを意味している6

他方，成人教育学studiesof adult educationは，[ア

ンドラゴジー」を基盤に発展した学問領域である.アン

ドラゴジーとは，pedagogy (paid子ども +agogus指導)

に倣ったギリシア語の造語andragogy(andor成人+

agogus指導)である.ヨーロッパ発祥のこの言葉に注

目したKnowlesは， 60年代当時の近代学校教育批判を
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反映し子どもの教育学に，教育的理想を込めた成人

教育原理=I成人を教えるわざと科学J(“theぽ tand 

science of teaching ad叫ts")を対置している

アンドラゴジーは当初から，構成主義的な知識観・

学習観を内包する概念で、あったすなわち，①知識は，

学習者が環境から受動的に受け取るものでなく，学習

によって能動的に構築するものである，②学習は，そ

の人の経験世界に関する解釈，統合，変形の相互的な

プロセスである，の二つの学習原理に依拠する.この

前提から Knowlesは，成人の学習活動の企画・実施 ・

評価への多くの示唆を導き出した 7 70年代以降，欧

米ではアンドラゴジー論が様々な形で発展的に継承 ・

展開される一方で¥現在に至るまで， その批判的検討8

なども行われてきた

それらの中から，現代の医学教育にも一定の影響が

みられる経験学習論，変容的学習理論， 批判理論，問

題解決学習論，正統的周辺参加論，省祭的実践論をは

じめとする多くの学習/教育理論が登場し 成人教育

学研究に，ゆたかな基盤と多様性，諸課題や議論を生

み出してきたと言える 9

(2) I教師主導型学習」と「自己主導型学習J

近代以降の学校教育では，学習は，教師主導による

フォーマル・権威的・競争的・判定的な雰囲気 (climate)

の中で行われてきた そこでは主に教師が，学習の方

針づくり， 学習ニーズ(何が学ばれる必要があるか)

の診断，学習目的 (goa!)の設定を担い，学習/教育

計画は， 学習内容の単元ごとに体系化され，授業のシ

ラパス，論理的な連続性に沿ってデザインされる 実

際の学習活動では，教師には学生に効果的に伝達する

技術を期待され， 学生は伝達内容の受容と，課された

文献の講読を求められる 総合評価も主に教師によっ

て行われる

Knowlesはこのように行われる学習を 「教師主導型

学習JTeacher-Dir巴ctedLearning (TDL)と命名し，

子どもの教育の学習スタイルと位置づけた.他方で，ア

ンドラゴジーの考え方に基づき，その対極に，成入学習

者の特徴に適した学習モデルとして，自己主導型学習

Self崎DirectedLearning (SDL)を提起している 10

そこでの成入学習者の特徴とは， ①学習者の自己概

念 (他者依存的なパーソナリティーから自己主導的な

パーソナリティーへ)，②学習者の経験の位置づけ(学

習のプロセスの中で構築するものから， 学習のための豊

富なリソースとなるものへ)，③学習へのレディネス (心

身の成熟の度合いに応じて変化するものから，生活の

課題や諸問題への取り組みに応じて生じてくるものへ)，

④学習の志向性(教科内容の習得中心から課題・ 問題

の解決中心へ)，⑤学習への動機づけ (外的な報酬や罰

から内的な刺激や好奇心へ)の5つに集約される 11

これらを踏まえてKnowlesの構想したSDLは， ほ

ぼすべての主語が「教師Jである TDLとは異なり，1学

習者」を主体として進められる インフォーマル・相

互尊重的 ・合意重視的 ・協力的・支援的な雰閉気の下

で，学習者の参加・話し合い ・意思決定 教師との相

互交渉などを通して， 学習者自身が， 学習の方針づく り，

学習ニーズの診断， 学習目的の設定に携わる 学習プ

ランは，学習者が学習活動(プロジェクト)全体を計

画し，自らと「学習契約」を結ぶことによって形づく られ，

学習者のレディネスからみた連続性を考慮してデザ、イ

ンされる.総合評価は，学習契約で作成した評価シー

トと根拠資料をもとに， 学習者相互によって行われる.

SDLは大別して，1，学習者が自らの 「学習契約」

を作成するプロセス， 1I， I学習契約Jに基づき自己

主導的に学ぶ活動， m，総合評価の活動，の3側面で
構成される 一般に言われる独学や個別学習とは異な

り，他者とともに学ぶ要素をも含む，構造化された学

習モデルである.SDLでは学習者自身が，自 らの学

習ニーズ、に気づ、き，学習目標を設定し学習方法論(方

略)を選定し，評価方法の決定や根拠資料の選択を行

い，さらにその妥当性を検討するなど，学習のすべて

の場面で自己主導性の発揮が期待される.少人数グ

ループで仲間とともに議論 ・検討しながら周到な手続

きのも とに「学習契約」 を作成し それを基盤に自己

主導的に学び， その学びを正当な手続きのもとに評価

する，という活動が基本となる.

ここで重要なのは，SDLの学習活動が目指すもの

が，r痕られた時間で効率的に完成度の高い 「学習契約」

を作成すること 自体;にはない点である.むしろ，I学

習契約」という観点から今後，自分が進めていく学習

の全体像を捉え (直し)，学習活動の構成要素を一つ

一つ自分なり に吟味し 少人数の仲間と意見交換し，

コミュニケーショ ンを取り合いながら，自他の 「学習

契約」を互いにより納得のいくもの，より説得力のあ

るものに創り上げていく，その試行錯誤の作業プロセ
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スを実体験することである

このプロセスを体感する中で学習者自身は，これか

ら自分が何を目指してどのような内容に重点を置き，

いかなる方法で効果的に学ぶのか，という学習イメ}

ジを明確にしつつ， 自らの学習への能動的な取り組み

姿勢を徐々に培っていくことが可能になると考えられ

るのである

4 授業「自己主導型学習」の

これまでと振り返り

(1)授業の趣旨と経緯

2012 年 5 月~ 2018年4・5月の7年間，奈良県立医

科大学医学部医学科に入学直後の1年生に対し，初年

次教育 (1教養特別講義J)の一環と して，授業 「自己

主導型学習」を実施してきた.

本授業の到達目標は.2つの学習姿勢の転換にある.

i 学生自身が，学習全般に関わる権限や責任を教師

に一任し，教えてもらう(=与えられた内容を与え

られた方法や形態で受け取引再生する)という受

け身な学習姿勢を客観的に振り返り，今後の学びに

ついて考えることができる.

証 自分がどんな医師になりたいかを明確にしその

ために6年間の学習機会やリソース(医学部の正規・

正規外の授業，学内外の自主的な活動，資格取得や

ボランテイア，地域活動，アルバイトなど)のどれ

を特に活用するかを考え，学びの到達目標をもとに，

自らの学習契約を作成できる.

以下，同授業の事前準備，授業展開の実際，授業態

度や提出物などから示唆される学生の反応などについ

て具体的に報告する.そこで医学生が自らの学びをど

のように省察し いかに捉えなおすことで内面から生

み出される能動的 (1アクテイブJ)な学びが可能にな

るのかについて，若干の考察を行いたい.

(2) 1自己主導型学習」授業の実践プロセス

①授業をめぐる経緯

授業「自己主導型学習」は.2018年現在.4月後半と

5月初中旬にl回ずつ.2コマの授業として実施している

2012年度は1コマ自の講義のみ行ったが，学生の反

応もよく，授業後のレポートの内容や感想、などから， 学

生の学びや気づきの機会を提供できたという手応えと

効果を実感した このため.2013年度は3由連続の授

業に拡大したが， 本務 (当時は京都大学)との関係で，

日程調整やフォローアップがう まくいかず，かえって学

生たちのモチベーションと教育効果が低下したように

感じられたそれゆえ.2014~18年度については，授

業 ・課業内容を精選し現在の2回授業となった 以

後，その形態が定着して今日に至るが， 一か月ほど間

隔を空けることで「次固までの課題Jを課すことができ，

テキスト講読が可能になるという利点がある.

②授業の流れ

授業「自己主導型学習」の各国の授業の流れを， 以

下，簡単にまとめる.各々の活動の主語を，飽く まで

な学生(学習者)に据えていることに留意されたい

なお，授業時間90分間のおおよその内訳は，第一

回目が，レクチャー50分， 演習および他学生との共

有30分，資料を読み書く活動10分，第二回目が， ワー

クシート記入60分，レクチャー (説明を含む)15分，

他学生との共有 15分，であるが，学生の取り組み状

況をみて臨機応変に調整している

[第一回]

I ウォーミングアップ

E 教師主導型学習 (TDL)と自己主導型学習 (SDL)

の違いについて学ぶ

JII SDLが， アン ドラゴジー (成人教育)原理に基づ

いて提起された成入学習モデルで、あることを知る.

N 1人的リ ソースを活用する演習J(リソースM)

を経験する.1リソース」を意識した活動と， 日常

の会話やコミュニケーションとの違いを考える.

V 授業を振り返り， テキストの該当ページと課題に

ついて確認する .

〈課題レポート〉

テーマ 自分にとっての自己主導型学習の意味，課題，

可能性

〈第二回までの課題)

6年次までのカリキュラムや授業 ・実習 ・課外活動

などを調べ， 今後の自分の学びについて考えたことを

書いてくる.資料とともに，第二回に持参する.

[第二回]

I 前回の内容を振り返り，今回の課題「自己主導型
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学習者を目指そう」を共有する.

II 6年間の学習機会や活動を書き出し これからの

学びについて見通しをもっ

E どんな医師になりたいか(到達目標)を考える.

N なりたい医師像から iOOな医師になるにはどう

したらよいかjという問いを立て，それを実現する

ための「学習契約」を作成する.

V 残りの作業を持ち帰り課題として，授業のまとめ

をする.

(翌週までの課題〉

・テキストの解説と照らし合わせながら， 自分なりの

「学習契約」を完成させる.

. i学習契約」の作成を通して考えたこと・学んだこ

とを書き出す(ワークシート一式とともに提出)

①授業準備

第一回の授業に当たっては，次の準備をおこなう

1)パワーポイ ントの準備

2)テキスト(学生l人1冊の貸与分)

マルカム・ノールズ『学習者と教育者のための自

己主導型学習ガイドーともに創る学習のすすめJ

(渡遠洋子監訳・京都大学SDL研究会訳，明石書

庖.2005年)

3)配布物(人数分)

(第一回〉

ースライドのプリン トアウト

一ノールズの 『自己主導型学習ガイド』のリソー

スA(英語版)のコピー

-A 4コピー用紙

〈第二回〉

スライドのプリントアウト

ーワークシー ト1今後の私のキャ リアデザイ ン

と学び

ーワークシート 2 どんな医師になりたい?

ーワークシー ト3私のキャリアデザインと学習契約

一ワークシー ト4私の学習契約書

*学生の座り方は.2人組 .4人組になりやすい配置

が望ましい.

(3 )第一回授業の具体的展開

①趣旨説明

簡単な自己紹介の後，本授業の受講にあたり，共有

しておいてほしい事項を伝える.

-大学での学びを考える授業であること

-多く の要素を盛り込む密度の濃い授業であるがゆえ

に，能動的姿勢が期待されること

-授業の流れと活動内容の概要について共有.

. i自己主導型学習Jという学習モデルを手がかりに，

学生自身の「学び」について振り返ること

-この振り返り (refiection)とは，過去の自分の学

び?と現在の学び，これからの学びにをつなげる営み

であること.

《スライドn第一回授業の流れ (渡遺作成)

1はじめに・・・ウォーミ ングアップ

2教師主導型学習と自己主導型学習

一学習リソースAを使って

3成人教育学からみた「おとな」の学習

一 改めて， 自己主導型学習とは?

4お互いを人的リソースとして活用する演習

一 学習リソースM を使って

5まとめ

。2018watanabeyoko
②ウォーミ ングアップ

1 )二者択一の質問をするので，いずれかに手を挙げ

るよう促す.

「あなたは自分のことを，おとなだと思いますか?

子どもだと思いますか ?J 

・なぜそう答えたのか，余裕があれば. 1. 2人

に理由を聞いて，各自が考える

・いずれの学生に対しても， 同じく 「成人とみな

して授業を行うjことを伝える

2)次に，次の質問を投げかける

「今までに一番よく学んだと思えるのは，いつ頃，

どんな場面での経験ですかっ

なぜ，そう思えるかも考えてください.J

-思い出したことを，手元の白紙に書き出す0

.時間の余裕があれば，

-2.3人組で互いにどんなことを書いたか伝え

合い， 気付いたことを書きとめる.

一前後2組が合流して4.5人のグループとなり，

各々話し合ったことを伝え合う

③TDLとSDLから自分の学びを振り返る

-配布資料(英語版ResourceA)の右側の表を見
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ながら，次の課題に取り組む.

1 何と何を比較した表かを考える.

2 不明の単語や英語表現に印をつけ，疑問点や知

りたいことなどを書き出す.

3 以下は， 二つのモデルのどちらに近いと思うか

を考え，メモを作成する

aあなたの高校(予備校)までの学び

bあなたの大学入学後の学び

c今後，医師になるまでに必要な学び

d医師になってから日々求められる学び

*手元にある翻訳版(テキス ト74頁)ではなく，敢

えてここで英語版に取り組むよう促すのは，学生の

モチペーションと注意を喚起し，丁寧な読み取りを

してほしいとの考えによる.

④おとなの学びを理解する(レクチャー)

I 成人教育学から見た 『おとなjの学習

ここでは，一般的な「教育学Jが子どもと学校教育を

対象とするのに対し，学校以外でのおとなの多様な学び

を対象とする成人教育学があることについて認識を促す.

〈スライド2}
成人教育学から見た 「おとな」の学習 Ci度溢作成)

-成人教育学とは.I子どもと違うJ学習 ・教育の
あり方の探究である.

-成人教育学の教育原理は，アンドラゴジー

(andragogy) と呼ばれる.

・子どもの教育学のペダゴジー (pedagogy)をヒ

ントに作られたギリシア誇の造語である.

「成人の学習を援助する技術と科学」

成人 (andos) +指導する (agogos)

@2018watanabeyoko 

H 成人教育学からみた成入学習者の特性

Knowlesが子どもの学習者と異なるものとして示

した成人学習者の5つの特徴について，簡単な補足説

明を交えながら共有する.

説明に当たっては，①については，人間の成長 ・発

達の度合いが，成熟という概念で表現されていること

《配布資料)Resource A CKnowles. M. SeがDirectedLearning (1965)) 
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に注意喚起する ②では，子どもは相対的に経験が少

ないので，実験や実地見学など新たな経験をしながら

学ぶことが多い一方，成人は，新たな経験をせずとも

これまでの経験の蓄積をもとに学べること，すなわち

過去の経験を， 1学習リ ソースJ(教材，学びに活用で

きる素材・手がかり)として学べることを強調する.

{スライド3)

成人教育学からみた成入学習者の特性(M.Know[es) (波溢作成)

①人間として成熟すればするほど，自己主導的になる.

g蓄積された過去の経験が，学習のリソースとなる.
e社会人としての課題解決への意欲や取り組みが，
学習の素地(レディネス)となる.

@漠然と将来のためでなく，近未来の具体的目的の

ために学ぶ

~外的基準より，達成度や満足度など内的基準で学

習の到達度をはかる.

。'20l8watanabeyoko
③ではまず，1レディネス」が学びの準備性を意味

することを伝え，例として，小学生の外国語学習をめ

ぐる議論における 「日本語の習得も不十分な低学年の

段階で外国語を学ぶなど，早すぎるjとの意見がある

とすると，これは， 1低学年ではまだ外国語を学ぶレ

ディネスが十分でないJと言い換えらえる，などを挙

げる.子どものレディネスは，年齢 ・学年や心身の発

達段階で測られることが多いが，成人のレディネスは，

いわば問題解決欲求の切実さや取り組み状況によって

左右されることを確認する

④では，成人は，漠然と した「将来Jのためでなく，

海外出張や資格試験など具体的な目的のために学ぶこ

とが多いことを共有する ⑤の学びの評価では，成人

は 1100点を取るJ1合格するJなどの外的基準でな
くむしろ， 自分なりにどれだけ努力したか， どれだけ

力を発揮できているか，など内的基準で達成度をはか

ることが少なくないことを伝えるー

E 成人教育学における学習者主体の学習とは

まず「授業における主体はだれかけ の問いかけと

して，議義で教師がいなければ授業が成立しない一方

で，学生が寝ていても授業が成立してしまう図式に注

意喚起し， 1教えるー教えられる」のタテの関係の中で

「教えて主主主」客体に留まりがちな現状を振り返る

では，成人教育ではどうか.さらに問いかけながら，

「学ぶ」主体と「おしえる (学習支援する)J主体が，

ヨコの関係で「学習者にとって最も望ましい学び」の

実現に向けてコラボレーション(協働)するのが，成

人教育における教育的関係性であることを共有する

{スライド4}
成人教育学における学習者主体の学習とは (波溢作成)

「教えられるJ客体から 「学ぶJ主体へ…学習者と
しての成長

一 学習ニーズにもとづく学習のデザインを重視

一 学習場面での自己主導性(学習者による学

習の方向づけ)

教師主導型学習から 自己主導型学習への転換

-自分と「学習契約」 を結ぶ

・グループの仲間とともに学ぶ

-教師やイ也の学習者をリソースとして学ぶ

ー さらに学習を生活・生き方の自己決定性に

つなげる取り組みも

。2018watanabeyoko
そのうえで，教師主導型学習から自己主導型学習へ

の転換が，1教えられる」客体から「学ぶ」主体への

成長を意味すること，またKnowlesの自己主導型学

習でどんな活動が想定されたかを共有し，そこで生ず

る 「教育的関係性の組み換え」についても確認する.

{スライド5}

成人教育における教育的関係への組み換え (波溢作成)

学校教育における
教師と生徒

教える

教えられる

教師主導型学習

仁〉

成人教育における
学習者と学習援助者

学ぶ/おしえる

(学習按助 ・支緩)

自己主導型学習

@20l8watanabeyoko 
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⑤人的リソースを活用するための演習

{スライド6}人材リソースを活用するための演習 (波溢作成)

自己主導型学習で重要なのは，

「自分から主導権を発揮して， リソースを活用

していくことJ(126ページ)
リソース Mの(人的リソースを活用する)演習に

取り組んでみよう.

互いに相手のことをわかっていない2人組になる

自分のリソースについて話す 5分x2

相手に聞きたい「問ぃ」を3つ考える 3分

「問ぃjへの答えを伝え合う

活動の振り返り (感想を言う)

5分x2

5分

@2018watanabeyoko 

自己主導型学習を可能にするには， 1学ぶーおしえ

る」という ヨコの関係性の中で， 1自他のもっている

リソースに気づくJ1そのリ ソースから学び取るJ1双

方向に学び合うjことが重要である Knowlesの自

己主導型学習ガイド(テキスト)には， 1本をリソー

スとして活用する演習J(リソースL)の次に，この

ようなリソース活用能力を身につける「人的リソース

を活用するJ演習(リ ソース M)が掲載されている.

同演習の時間配分を短縮し 若干アレンジして，ス

ライド6のような手順で演習を行う.できる限り， 2 

人組(l人の学生は席を移動し，人数が合わない場合

には前後の3人組)になり，どちらが先に話すかを決

める.話す側は「自分が持っている知識や情報，経験

談のうち，相手にとってリソースとなるであろう もの

を選んで話すJ，聞く側は「黙って聞くか相槌程度の

反応にとどめるJ. タイ ムキーパー (教員)の合図で

開始・ 交替した後，相手にもっと聞きたい・新たに尋

ねたい質問 (1問ぃJ)を3つ書き出し，やりとりする

巡回しながら「リソースがぴんと来ないJr自分に
はリソースがないJなどと戸惑う学生には，適宜，話

を聞き，その中からリソースとなる例や要素を抽出し

て，簡単に解説する.

全体の様子を見ながら， r 5分は長かったか短かっ
たか」なと手感想を尋ね，演習を振り返る.特に，リソー

スを意識したコミュニケーションが，友人などとの会

話や日常的なコミュニケーションと同じか違うか(違

うとしたらどこがなぜ違うか)を比較検討しながら，

振り返りを書き出すよう促す.

⑥授業のまとめとレポ}ト，次回までの課題

第一回の授業全体を簡単に振り返り，テキストの該

当ページをよく読んでから，翌週までのレポートを準

備するように促すまた次回までに， 6年間のカリキユ

ラムに加え，課外活動や社会活動など，広く学びの機

会や活動に関わる情報を集め，その上で， 次回までの

課題(①本学での6年次までのカ リキュラムなどで知

り得たこと， ②今後の自分の学びについて考えたこと

を書いてくる)に注意喚起する.用いた資料と課題レ

ポートは，次回の授業に必ず持参するように伝え，質

問の有無などを確認して授業を終える

{スライド7}第一回授業のまとめ (渡泡作成)

今日はテキストの次の箇所を取り上げま した.

19-27ページの内容

学習リソースA

学習リソース M

本レポ」トは，上記を読み直し，今日の授業とこ

れまでの学びを振り返り ながら，自分にとって

の自己主導型学習の意味，課題，可能性につい

てA4で1， 2枚書いて下さい

*次固までの課題として，①本学での6年次まで

のカリキュラムを調べ，②今後の自分の学びに

ついて考えたことを書いてきて下さい. (合わ

せてA4で1， 2枚)

*①で用いた資料は， 次回，持参してください

。2018watanabeyoko
(4)第二回授業の具体的展開

①前回の振り返り，今回の活動の確認

前回の「自己主導型学習」の考え方を振り返り， そ

の意義を確認しそれを実践するための第一歩として，

各自が「学習契約jを作成してみよう， と投げかける

②学びのリソースの洗い出し(6年間の自らの学びを見通す)

ワークシート 1を配布し，持参した6年間の正規・

課外のカリキュラムや活動に関わる情報・ 資料をもと

に，何を学ぶ予定かを記入するように伝える.例えば，

ワークシー ト1の 11回生」の下に， 1年生で学ぶ主

な科目や授業 ・演習，重要な正規 ・課外活動などを記

入する.同様に， 6年分の学びについて，記入する

6年後の卒業後についても，記入できる (記入が必要

な)事項を記入してよい

*下段の 16年間の私の問いjは，②の作業後に記

入するので，空けておくよう伝える.
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{ワークシート n私のキャリアデザインと学び (渡逢作成) {ワークシー ト2>どんな医師になりたい? (渡遺作成)

今後の抵のキャリアデザインと学び 亡!ï-"'~三日コ
名前 {

~司 司 司 司 弓 ~ --司区四亘'Iu.:."t;idl-ー
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l~~住 2回生 3凶生 4回生 5包生 6同生

酒指すのは どんな自主獅。

t t ↑ 
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l rどのよう叫んだら A'B'C叫'"医師怠h'!'>iI''?1 I 

河V修崎 ・・ -ー . I題.. 

あなたはどんな医舗になりたいですかヲ 巨三亙三E

。~イ⑫から、あなたの希盟に級も近いものをSつ湿ぴ、番号と曾援を書き出してみましょう

あるも可玄 白分の宵Z震で より自分にぴ 2たりする医師像を 裂製してみて〈ださい

私はこんな医師になりたい

。 判断の穆かな

③ フジ トワ クのよい

③腕のよい{手際の良い}

@臨機応変に対応できる

⑤豊富な医燦知慢をむつ

⑤ どんな移憶にも動じない

⑦ きちんと設瞬できる

⑧患者の話をよく聞く

③ 僚級処足堅が得意である

⑮医師の恩俸をそなえた (医師らしい〉

} 医鋪

) 医師

} 陸踊

<t2018watanabeyoko ⑬熔示に.. "な

⑫行動や段取りにそつがない

⑬社会的使命感のある{ワークシート 3>私のキャリアデザインと学習契約作業課題 (渡遺作成)
@周際釣に G毎外で〉話継で.る

- ，アデザイ比一一E

(明醐"-自らの押について自分時雌で制具体制こ世間して阿ように眼目胸間吋む 12:三三ヨヨ

t'聞いJから学習の到遠白智現金たてる (，.118) 
下線部分について 3つの要請に分吋て【 }に当てはまる首.Hれてみるー

[ 】のゆに I短..高める"刷Mを環める"枝簡をみが<t'館賞金稲盛する"錨..，どヲ〈りあげるiのどれかをλれてみる

I患の問いJ どうしたら

。(
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③ ( 

}巳ついての【

}についての[

}巳ついての[

四乙なれるかJ

， (j}ー③から1つを湿ぴ学習のタイプE聞の偶."宥にし々 がら 隼習の方首長崎と掌習ヲツ 完.'母えるーら111:5'131)

選んだ到建問卵ま

う胃ijy-;瓦は 。

3 到達，概治省滅されたかEうか金示すに陰 どんな緩衝資問 (ovid"""，，)が盗切か 考える.(p.131) 

動処去を料とな，勾ま

4 *'習の劃酒...慣が進虜されたかどうかを判断する"の 略衡の届湖 "'''附却を奪え~. (p.13H伺}
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a 
s 

⑬地線医"にR臥する

⑬学会・研究荷動E活発に参加する

⑨験掲の人間憶保を大切にする

⑬ 臨床経験のゆたかな

⑬ 

⑧ 

。2018watanabeyoko
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③ 「問いJ(どんな医師になりたいか)の明確化

ワークシート 2の18の例示から.自分がどんな医

師になりたいのかを改めて考え， 3つを選択して，各々

をI( )医師になりたい」の( )に記入する もし，

例示した18項目に該当するものがなければ，⑬ ・⑫

の禰に自分の言葉で記入できると伝える.

選択 ・記入した3つの言葉，例えば，1フッ トワー

クのよいJ1きちんと説明できるJ1学会 ・研究活動に

活発に参加するjを，①の 「目指すのはどんな医師?J 

の3つの ( )に各々書き入れる.

④学びの到達目標の設定

選んだ3つのうち，6年間の学修において最も達成へ

の道筋がわかりやすいと自分が忍う言葉を選ぶ.例え

ば，1きちんと説明できる」がわかりやすいと思ったら，

それを選び，②の 16年間で達成したい聞い」に 「どう

したらきちんと説明できる医師になれるかJと書き入れ

る これが，自らがB指すべき「潤い」ということになるー

言い換えれば，この 「聞い」を達成することが， 当該学

生にとっての学びの到達目標となる

先の「きちんと説明できるJの例を使って，以後の

説明を続ける.

次に.ワークシート 3の「私の問い」の欄にも う一度J

「きちんと説明できる」と入れる.次に 「きちんと説

明できる」を3つの要素に分解するように伝える. こ

こで重要なのは， 1きちんと説明できるjとはどうい

うことか，だれに何を説明するのか， 1きちんとした

説明」とはどのようなことを指すのかを，ワークシー

トを使って，学生自身が言葉にして考えることであるー

その際， 1知識を高めるJ1理解を深めるJ1技能をみ

がくJ1態度を形成するJ1価値観をつく りあげる」と

いう5つのキーフレーズを使うこととする.
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{ワークシート4)私のキャリアデザインと学習契約 (渡遺作成)

私のキャPアデザインと学習袈約 IEB三E

私の学習プロジaタト(聞い)

学習の方法輪

学習の到逮目標

学習の.9:1-;1..

失約I

質的2

契約2

例えば.iきちんと説明できる」ことは.i患者の症

状や治療法についての第一線の知識を高めるJI常に

的確な診断ができるような韮藍主金il~<J I常に患者に

寄り添ヮた説明ができるような態度を形成する」の3つ

の到達自標に分解できる すなわち.6年間で，これら

3つの到達目標を達成していくということになる.

⑤具体的な学習契約の作成

ワークシート4の各欄に，③で検討した内容につい

て各々，簡潔でわかりやすい言葉を使って，記入して

みる 必要に応じて， 適宜，テキストの関連ページを

参照するように伝える

学宵契約の作成に際しては.3つの到達目標のうち

で一番，目標達成への道のりが見通しやすい目標を選

ぶ.その目標を達成するために，どのような学び方が

考えられるか，についてのシミュレーションを行いな

がら具体的に検討していく.

先の例では.Iきちんと説明できる医師」の 「きちん

と説明できるJを3つの要素に分解すると.i患者の症

状や治療法についての第一線の却益主童生生JI常に的

確な診断ができるよ うな基盤主主主~Jí常に患者に寄

り添った説明ができるような態度を形成する」の3つの

到達目標が生み出される.すなわち.6年間でこれら3

つの到達目標を達成していくことになる.ワークシート

4では，これらを各々，契約1・契約2・契約3の到達

目標の欄に記入して，契約1から各々，学習の方法論，

学習のリソース(学ぶための物的教材や情報，人的資

源など).自分が達成できたかどうかを見極めるための

自己評価の手法とそのエピデンス，およびその評価の妥

名前

犠処資斜の有効性を

根拠資料

Iまかる基準ー手立て

(T20l8wa阻且abeyoko

当性の裏付け，などを具体的に考えて記入していく

残りの2つの到達目標についても，同様の方法を使っ

てそれぞれを検討してみるように伝える.

教師主導型学習が身体化された学生はと りわけ，学

習の方法論やリソースを考える際にはこれまでの経験

の範囲から安易に選びがちである.それゆえ，机関巡

視の際にはこれらに留意して，学びが教師主導型のも

のに偏らないように，講義や講演以外の様々な学び方

や学ぴの手だてを考えられるよう，支援する必要があ

る.第一回の演習で体験した人的リ ソースを活用する

ようなアイデアも含め，多様な学ぴ方を工夫してみる

よう促すことも重要と恩われる 根拠資料は，学びの

自己評価を行う際に，学びの達成度や到達段階を判断

するためのエピデンスとして自らが決めておくもので

ある さらにその根拠資料がどれほどの妥当性をもっ

たものかを検証・証明する手立ても求められる.例え

ば，専門性をもった教員の前で口頭発表や演示をして

みる，外部試験を受験する，などもここに含まれる.

5.授業実践の結果とその考察

以上見てきたように，本授業の前半では，学習全

般の権限や責任を教師に一任する TDLとの対比から成

人学習モデルSDLの考え方を理解すること.TDLと

SDLを活用して自らの学びを振り返ること，また自他

の過去の経験や知識をリソースとして互いに学び合うこ

と後半は，自らが目指す医師像を明確にし，そのため

に医学部の正規・ 正規外のカリキュラム， 学内外の自主

的な活動，資格取得やボランテイア，地域活動などを活
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用しながら医学生としてどう学ぶかの到達目標を立てる

こと，そして，SDLの特徴である「自分と結ぶ」学習

契約の作成，すなわち「自らの学びの主導権も責任も自

分にある」との自覚の緬養に重点を置いた.

同授業が，学生たちにどの程度の効果を生んだかにつ

いては，当初から実践研究を目指し効果測定を計画して

いたわけではない.だが，授業で感じた実践者としての

手応えを少しでも客観化し 今後の授業実践の改善に活

かせるような手がかりを得たいと考え，2回目の授業後に，

受講学生全員に「学習契約を作成してみての感想」の記

述を求めた合わせて次のような趣旨説明と協力依頼を

文書と口頭で行い，特に，協力の可否は成績評価に全く

反映されないこと，可とした回答についてもできる限り，

個人情報保護に努めることなどを重ねて強調し，その上

で，意思確認の回答用紙への記入をf足した(下線原文)

[お願い]医学生の初年次教育の向上に向けて，自己

主導型学習の授業の意義ゃあり方を調査研究していま

す.飽くまでも個人が特定されない形で皆さんのレ

ポート ・提出物の一部を研究発表などに使わせていた

だきたく， ご理解 ・協力をお願いします.以下，いず

れかにOをつけてください.

)承諾した/協力する.

)承諾できない/協力できない.

同アンケートで 「承諾した/協力する」 にOをつけ

た(協力意思の明確な)学生のみを抽出し， その 「学

習契約を作成しての感想」への記述内容にKHCoder ( 

khcoder-200f-f.exe (2015 12/29) http://khc.sourceforge. 

net/dLhtml)を用いてテキストマイニングを行った.

その結果，表1・図2・図3の結果が得られた 表1

は 「学習契約を作成しての感想」の中に頻繁に出てき

た語を頻度順に150語挙げている.上位は，1自分J(lu8)，

「学習J(97)， 1思うJ(93)が圧倒的に多く， 次いで 「考

えるJ(68) 1医師J(65)，さらに「目標J(47)，1契約J(43) 

が続く.これらの頻出諾を抽出し共起ネットワーク12を

描いたのが図2である 図3は，頻出度がより低い語も

含め，相互関連の強い語のまとまりが示されている

以上から読み取れる学生の記述の傾向性 (下線頻出

語)は次のよう にまとめられる.

a全宣塁担を生盛することによ り， 且全が12BiIiにな

るというE盤の達盛~:向けた学びが明確になるが，他方
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《図l}1学習契約を作成してみての感想J1 
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6.到達点と今後の課題

以上，本稿では，医学部入試と初年次教育を架橋す

る取り組みとして，授業「自己主導型学習Jを位置づ

け，その授業実践の概要を具体的に報告するとともに，

限られたデータから読み取り得る限りで， その効果に

ついて検討してきた.

本授業では，大学入学直後の学生が.TDLの対極

に据えられたSDLの考え方に触れ， TDLとSDLを

自らの学びを振り返る手だてとしまた自己主導的学

習者に不可欠な人的リ ソースの活用方法に触れる経験

を得ている.その上で学生の大多数は，自らの目指す

医師像を明確化し，rどうしたらそのよう な医師にな
れるか」との問いにより学びの到達目標を立て，その

ための学びの方針と道筋を 「学習契約」の作成を通し

て 「見える化」した.事後の感想、のテキスト分析から

は，授業という形で，各自が学習契約を作成すること

の一定の意義が明らかになった 今後の課題は，テキ

ストデータについてのより掘り下げた分析，および6

年間を見通したフォローアップ調査などである

以上，本稿において見てきた一連のプロセスは， 学

生にとって， 6年後の自分へと視野を拡げ，6年間の

学びのデザインをイメージしつつ，自己主導的に学習

に取り組む第一歩となったかもしれない とはいえ，

医師を取り巻く社会情勢は劇的に変化し続けている

rAIは医療課題を解決する救世主となれるのか」との

センセーショナルな問いが最新の I医療白書Jの特集

記事を飾り， r人工知能と医師は共存できるか」が真
剣に論じられる現代社会においては， 医師が自己主導

的に生きること・学ぶことが，今後さらに切実に求め

られてくると考えられるのである

本稿で取り上げた授業 「自己主導型学習」の実践およびそ

のフォローアップに関わっては，奈良県立医科大学の関係の

教職員の皆さまに大変お世話になった 特に教育開発セン

ターの松井紫さんには， 本稿執筆に関わる実務面での多大な

ご協力を得た 謹んでお礼を申し上げたい なお，本稿は，

平成28-31年度科学研究費補助金・基盤研究BIわが国の医

学部における入学者選抜の妥当性と改善策に関する総合的国

際共同研究J(代表・大滝純司，課題番号 16H05208)の助成

を受けた共同研究の成果の一端であり，渡透・ 柴原は研究分

担者，藤本は研究協力者と して参加している
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